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入
る
ん
 
 

や
っ
て
！
 
 

Jr  
∴ r J」 ‾  
－■・ 

■L 一′・■ ≡‥．・．1⊥二．1長上．  

○   



医
療
事
故
防
止
に
再
度
注
意
喚
起
‖
‖
 
 

州
民
名
確
認
‥
「
0
0
さ
ん
で
す
か
？
」
 
は
タ
メ
。
「
お
名
 
 
 

前
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
」
 
と
問
え
。
「
A
さ
ん
。
ど
う
 
 
 

ぞ
」
 
で
、
B
さ
ん
が
入
っ
て
く
る
の
は
日
常
茶
飯
事
だ
。
 
 

∽
薬
品
確
認
＝
「
こ
れ
は
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
か
？
」
 
は
タ
メ
。
 
 
 

「
こ
れ
は
何
か
？
」
 
と
問
え
。
無
意
識
に
い
い
加
減
な
 
 
 

返
事
を
す
る
人
は
何
処
に
で
も
い
る
。
 
 

掬
甘
い
上
司
は
タ
メ
＝
口
う
る
さ
く
指
導
せ
よ
。
部
下
に
 
 

が
懸
命
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
高
度
先
進
医
療
促
進
 
 

の
責
務
は
主
に
医
師
に
あ
る
。
当
院
で
の
生
体
肝
移
植
は
す
 
 

で
に
5
例
に
達
し
、
日
下
全
例
順
調
で
あ
る
。
心
臓
移
植
や
 
 

遺
伝
子
診
療
に
向
け
て
も
鋭
意
準
備
中
で
あ
る
。
 
 
 

医
者
は
患
者
を
選
べ
な
い
が
、
患
者
は
医
者
を
選
ぶ
。
 
 

当
病
院
に
は
患
者
は
最
終
の
（
最
商
の
）
医
療
を
希
求
し
 
 

て
釆
院
す
る
。
当
病
院
で
不
治
と
い
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
で
 
 

患
者
は
諦
め
る
。
背
は
「
」
れ
を
当
然
と
し
て
患
者
も
世
間
 
 

も
容
認
し
て
い
た
。
こ
れ
程
ま
で
に
信
頼
さ
れ
た
当
病
院
 
 

は
現
在
も
そ
の
よ
う
な
商
い
臨
床
能
力
を
維
持
し
て
い
 
 

る
だ
ろ
う
か
？
先
日
あ
る
患
者
か
ら
「
金
大
病
院
の
某
科
 
 

で
何
回
し
て
も
上
手
く
行
か
な
い
事
が
、
町
中
の
病
院
で
 
 

一
回
で
出
来
た
。
何
事
か
1
」
れ
ま
で
払
っ
た
医
療
費
を
 
 

返
せ
！
」
と
き
つ
い
お
叱
り
を
い
た
だ
き
、
対
応
に
非
常
に
 
 

苦
慮
し
て
い
る
。
申
し
上
げ
た
く
は
な
い
が
、
患
者
か
ら
 
 

病
院
長
へ
苦
情
は
絶
え
間
な
く
届
く
。
深
夜
に
自
宅
に
ま
 
 

で
電
話
が
来
る
。
病
院
の
致
命
的
痛
手
は
医
療
事
故
で
あ
 
 

る
。
医
療
事
故
防
止
の
た
め
に
再
度
注
意
を
喚
起
す
る
。
 
 

成
に
は
、
州
南
質
の
診
療
と
看
護
、
㈲
誠
意
あ
る
接
遇
、
㈲
●
 
 

快
適
な
療
養
環
境
が
不
可
欠
で
あ
る
。
新
病
棟
が
完
成
し
、
●
 
 

佃
は
達
成
し
た
。
州
と
切
を
さ
ら
に
促
進
す
べ
く
全
職
員
●
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
 
 

●
 
病
院
の
職
員
の
生
き
残
り
の
た
め
に
、
当
病
院
の
経
営
改
善
●
 
 

は
至
上
課
題
で
あ
る
。
病
院
の
増
収
に
は
、
端
的
に
い
え
ば
●
 
 

㈹
患
者
数
を
増
や
す
、
個
患
者
1
人
当
た
り
の
医
療
費
を
●
 
 

な
ら
な
い
。
当
病
院
の
生
き
残
り
の
た
め
に
、
す
な
わ
ち
当
 
 

増
や
す
（
高
度
先
進
医
療
を
施
す
〉
「
」
と
で
あ
る
。
㈹
の
達
 
 

r
．
L
．
ト
．
‥
－
 
 
●
．
「
＝
「
．
r
■
こ
「
．
 
 

れ
て
い
る
。
法
人
化
後
で
は
、
固
か
ら
の
い
く
ぼ
く
か
の
運
営
●
並
々
な
ら
ぬ
連
携
協
力
の
成
果
で
あ
る
と
敬
意
を
表
す
る
 
 

交
付
金
の
他
は
す
べ
て
大
学
の
旦
別
の
収
入
で
賄
わ
ね
ば
●
と
共
に
患
者
様
の
益
々
の
ご
快
癒
を
お
祈
り
し
ま
す
。
 
 
 

．
 
 

附
f
弓
 
 

立
行
政
法
人
化
は
避
け
が
●
生
体
肝
移
植
の
実
施
 
 

た
い
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
に
‥
 
2
例
目
－
月
9
日
、
3
例
日
6
月
胃
、
4
例
日
”
 
 

大
学
統
合
な
ど
の
厳
し
い
●
 
月
ほ
日
、
5
例
日
1
2
月
1
8
日
 
 

対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
私
●
 
平
成
1
1
年
7
月
2
8
日
に
第
1
例
日
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
 
 

立
を
含
め
て
「
ベ
ス
ト
嬰
に
●
平
成
1
3
年
に
入
っ
て
4
例
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
ぞ
れ
ぞ
れ
、
 
 

と
ら
ど
ら
ま
。
 
 

●
 
 

平
成
1
6
年
度
か
ら
の
独
●
 
 

ヲ
 

●
 
 

●
 
 

●
 
 

●
 
 

●
 
 

●
 
 

●
 
 

●
 
 

●
 
 

●
 
 

●
 
 

▼
 
 

▼
 
 

↑
 
 会

計
検
査
院
に
よ
る
会
計
実
地
検
査
（
5
月
〓
日
～
柑
日
）
 
 
 

診
療
報
酬
の
請
求
不
足
の
指
摘
〈
3
7
件
、
約
1
7
0
万
円
）
 
 

や
医
師
会
費
の
委
任
経
理
金
に
よ
る
支
出
等
に
つ
い
て
 
 

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 
 

増
床
協
議
承
認
（
7
月
■
3
1
．
日
）
 
 
 

医
療
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
国
 
 

の
開
設
す
る
病
院
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
厚
生
省
通
知
）
 
 

に
基
づ
き
協
議
を
行
い
、
が
ん
研
究
所
附
属
病
院
の
統
 
 

合
に
よ
る
増
床
（
7
9
2
床
↓
猥
床
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

新
病
棟
の
構
造
設
備
承
認
（
8
月
3
1
日
）
 
 
 

医
療
法
第
7
条
第
2
項
に
基
づ
き
新
病
棟
使
用
開
始
 
 

に
必
要
な
厚
生
労
働
省
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。
 
 
 

●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
●
 
 

甘
い
上
司
は
、
部
下
に
優
し
い
の
で
は
な
い
。
 
 

①
部
下
に
嫌
わ
れ
た
く
な
い
自
己
中
 
 
 

②
部
下
の
事
は
ど
う
で
も
い
い
無
責
任
 
 
 

③
指
導
す
る
自
信
が
な
い
無
能
 
 

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
 
 

囲
あ
く
ま
で
も
自
己
責
任
＝
「
主
貝
任
は
私
が
取
る
。
好
き
に
 
 
 

や
れ
」
 
と
い
う
〝
太
っ
腹
、
大
雑
把
″
上
司
は
タ
メ
。
 
 
 

上
司
が
全
責
任
を
取
れ
る
と
思
う
な
。
当
事
者
責
任
が
 
 
 

必
ず
問
わ
れ
る
と
覚
悟
せ
よ
。
 
 

㈲
若
者
は
自
己
に
厳
し
く
＝
甘
い
上
司
を
好
む
な
か
れ
。
 
 
 

叱
ら
れ
て
有
り
難
い
と
思
え
。
陰
で
悪
口
を
言
っ
て
く
 
 
 

れ
る
者
は
コ
マ
ン
と
い
る
が
、
直
接
注
意
し
て
く
れ
る
 
 
 

の
は
、
親
、
配
偶
者
、
上
司
、
ま
れ
に
眞
友
 
（
親
友
の
 
 
 

誤
字
に
あ
ら
ず
）
 
の
み
だ
。
 
 

管
理
五
訓
 
 
 

蔀
下
の
立
場
で
い
え
ば
、
上
司
の
信
頼
を
得
る
に
は
左
記
を
実
行
す
べ
し
）
 
 
 

川
悪
い
本
当
の
事
実
を
隠
さ
ず
報
告
せ
よ
。
 
 

切
部
分
益
を
全
体
益
に
優
先
さ
せ
る
な
。
 
 

拗
勇
気
を
も
っ
て
意
見
を
具
申
せ
よ
。
し
か
し
軽
率
な
思
 
 
 

い
つ
き
を
言
う
な
。
 
 

㈲
決
め
た
こ
と
は
守
れ
 
（
実
行
せ
よ
）
。
 
 

㈲
命
じ
ら
れ
た
こ
と
は
実
行
し
、
実
行
し
た
旨
報
告
せ
よ
。
 
 
 

す
ぐ
に
実
行
で
き
な
い
時
に
は
、
そ
の
旨
中
間
朝
告
せ
よ
。
 
 

新
病
棟
一
般
公
開
（
9
月
9
日
）
 
 
 

新
病
棟
に
お
い
て
、
蘇
菩
朗
前
総
理
大
臣
を
始
め
各
界
 
 

か
ら
多
数
の
来
賓
の
出
席
を
仰
ぎ
記
念
式
典
を
催
し
ま
 
 

し
た
。
ま
た
、
一
般
公
開
を
行
い
ま
し
た
が
市
民
の
方
々
 
 

約
5
0
0
人
が
訪
れ
、
近
代
設
備
が
完
備
し
た
病
室
や
明
る
い
 
 

食
堂
な
ど
に
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。
 
 

病
棟
移
転
（
9
月
2
2
日
～
2
4
日
）
 
 

が
ん
研
病
院
の
移
転
（
9
月
3
0
日
）
 
 
 

移
転
対
策
本
部
の
計
画
に
添
い
、
病
院
職
員
総
出
で
、
 
 

延
べ
4
日
間
に
わ
た
っ
て
入
院
患
者
様
5
2
6
人
の
引
越
し
 
 

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
一
つ
の
事
故
 
 

も
な
く
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
、
患
者
様
の
明
る
い
笑
 
 

顔
と
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
 
 

臓
器
別
診
療
の
開
始
（
相
月
1
日
）
 
 
 

内
科
7
臓
器
別
及
び
外
科
5
臓
器
別
分
類
と
し
、
院
内
 
 

表
記
を
い
っ
せ
い
に
変
更
し
て
臓
器
別
診
療
を
開
始
し
ま
 
 

し
た
。
初
日
1
0
月
1
日
㈲
は
移
転
後
の
初
日
で
も
あ
り
外
 
 

来
患
者
数
1
6
6
3
人
と
な
り
混
雑
い
た
し
ま
し
た
が
そ
 
 

の
後
は
大
き
な
混
乱
も
な
く
診
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 
 

新
病
棟
完
成
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
 
 

事
粁
邑
長
 
‰
夢
野
 
省
 
 

8月中旬の或る日、高田医事課長さんから声をかけられた。「文部科  

学省から、こんな通知が釆ていますが、応募してみませんか？」と、「平  

成13年度安全管理体制充実のための海外実地調査について（依頼）」  

という資料を手渡された。期限は8月末日。それまでに、具体的な訪問  

先とスケジュールまで決定しなければならない。時間はない！  

「海外へ行きたい！」というミーハー感覚で、計画書の作成に取りか  

かった。応募条件は、経験年数と年齢制限の他に、3職種以上から構  

成とのこと。人選は、小林勉副病院長（医療軍政防止対策委兵長）にお  

願いした。その結果、塩原信太郎、l＿U本健の両ドクター、南出弘美リス  

クマネージャー専任婦長、坂下苗宏医事課係長、そして薬剤師の古  

川裕之を含む5名からなるチームが決定した。  

チケッ1、をゲットするための作戦を立てた。「ノ他の大学はUSAを狙うだろ  

う。それなら、本学はEUを狙おう。」と医療体制が我が国と類似しているフ  

ランスとイギリスに焦点を合わせ、パリのジョルジュ・ボンピドゥ一病院、  

姉妹校のナンシー大学病院、ロンドンのセントトーマス病院、世界貴大  

の製薬企業であるグラクソ・スミスクライン社を訪問先と勝手に決め、計  

画書を作成した。そして、とにかく、期日内に計画書を提出した。   

9月11El、ニューヨークで、匡I際貿易センタービルに旅客機が突っ  
込むという事件が起きた。テロへの不安、入貢式ミスのペナルティ、医学  

部でのスキャンダルなどマイナス要因が多かったが、10月3日、東京  

大学、大阪大学と本校がチケットをゲットしたとの知らせが入った。それ  

からが大変だった。訪問先の受入れ許可が確定せず、ノートパソコン  

をパックに突っ込んで、メールのやり取りを続けながら、11月30日の夕  

方、我々5人は金沢を離れた。   

テロの影響を受け、直前にパリ直行便の休便という知らせが入り、ロン  
ドン経l如こ変更となった。ヒースロー空港で最初に目にしたのが、ビー  

トルズのメンバーだったジョージ・ハリソンの死を伝える新聞写真。そ  

れから一週間、皆さんの想傑を裏切る（？）旅が続くのであった・‥詳しく  

は、次のRMNewsJetterでね。  （文責：古川裕之）  

7
日
）
 
 

牢
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
及
び
経
営
企
画
室
の
設
置
 
 

（
相
月
1
日
院
内
措
置
）
 
 
 

卒
後
肺
床
研
修
の
義
務
化
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
 
 

研
修
の
体
制
整
備
充
実
を
図
る
た
め
に
卒
復
航
床
研
修
委
 
 

員
会
委
員
長
（
小
泉
教
授
）
を
セ
ン
タ
ー
長
に
置
く
卒
後
隔
 
 

床
研
修
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
経
営
の
 
 

改
善
を
図
る
た
め
に
経
営
担
当
副
病
院
長
（
富
田
教
授
〉
 
 

を
室
長
に
置
く
経
営
企
画
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
 
 

は
医
師
や
医
標
技
術
職
員
な
ど
広
く
参
加
を
求
め
て
機
 
 

動
的
な
病
院
経
営
を
企
画
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 
 

中
央
診
療
棟
・
外
来
診
療
棟
建
築
専
門
垂
昌
会
活
動
再
 
 

開
（
1
0
月
3
日
）
 
 
 

新
病
棟
移
転
・
診
療
開
始
が
一
段
落
を
し
た
1
0
月
、
早
 
 

速
中
央
診
療
棟
新
築
に
向
け
て
変
異
会
活
動
を
再
開
、
 
 

ワ
ー
キ
ン
グ
を
形
成
し
て
精
力
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
 
 

ま
す
。
1
2
月
の
科
長
会
に
は
一
応
の
検
討
を
終
え
結
果
を
 
 

報
告
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
文
部
科
学
省
等
と
の
折
衝
と
併
 
 

行
し
て
検
討
し
更
に
内
容
が
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
 
 

高
度
先
進
医
療
の
承
鑓
∴
腹
腔
鏡
下
腎
膿
尿
琶
手
術
日
 
 

月
1
日
）
 
 
 

高
度
先
進
医
療
の
承
認
件
数
は
7
件
目
と
な
り
ま
し
 
 

た
。
そ
の
う
ち
3
件
は
既
に
保
険
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

現
在
8
件
申
請
し
、
審
査
中
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
 
 

3
件
申
請
準
備
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 
 

医
療
監
視
の
実
施
（
‖
月
1
5
日
）
 
 
 

医
療
法
第
2
5
条
第
3
項
基
づ
き
厚
生
労
働
省
か
ら
、
同
 
 法

第
2
5
条
第
1
項
に
基
づ
き
金
沢
市
保
健
所
か
ら
監
視
員
 
 

が
来
院
し
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
事
故
防
止
体
制
 
 

や
感
染
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
に
つ
い
て
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 

総
合
防
火
訓
練
の
実
施
（
〓
月
知
日
）
 
 
 

広
坂
消
防
署
の
協
力
を
得
て
、
新
病
棟
で
は
始
め
て
、
夜
間
 
 

に
東
病
棟
2
階
を
出
火
元
と
想
定
し
た
防
火
訓
練
を
行
い
 
 

ま
し
た
。
多
数
の
職
員
の
真
剣
な
訓
練
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
 
 

国
立
大
学
が
独
立
行
政
法
人
化
す
る
平
成
1
6
年
度
に
 
 

向
け
て
、
病
院
は
一
層
の
経
営
改
善
を
迫
ら
れ
る
こ
と
 
 

必
至
で
あ
り
、
具
体
的
な
数
値
目
標
を
定
め
る
 
「
中
期
 
 

計
画
」
 
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
 
 
 

医
療
制
度
に
関
し
て
は
、
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
 
 

会
に
お
い
て
、
「
大
学
附
属
病
院
な
ど
高
度
な
医
療
を
提
 
 

供
す
る
医
療
機
関
」
を
対
象
と
し
て
、
医
療
機
関
ご
と
 
 

に
「
包
括
払
い
」
 
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
独
 
 

立
行
政
法
人
化
よ
り
も
先
に
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
る
 
 

情
勢
で
あ
り
ま
す
が
、
加
え
て
2
重
の
厳
し
い
試
練
を
 
 

受
け
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
 
 
 

今
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
難
題
に
直
 
 

面
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
難
題
に
は
従
来
の
や
 
 

り
方
を
見
直
し
、
診
療
科
（
部
門
）
や
職
種
の
壁
を
越
 
 

え
て
、
よ
り
活
発
な
議
論
を
行
い
、
具
体
的
に
一
つ
一
 
 

つ
実
行
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
 
 

来
年
も
〝
K
ぎ
d
a
≡
O
S
P
i
t
a
一
↓
O
d
a
y
″
に
明
る
い
話
 
 

題
が
登
場
し
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 
 

アピー・ロード・スタジオ前の  
ジョージの追悼写真  

○   



l止…什▲■  害
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 
 

Q
l
 
新
病
棟
の
完
成
に
伴
う
病
院
全
体
の
ラ
ン
ニ
ン
 
 
 

グ
コ
ス
ト
は
ど
れ
く
ら
い
か
か
っ
て
い
ま
す
か
。
 
 

A
 
1
2
年
度
は
4
億
3
千
万
円
、
1
3
年
度
は
移
転
に
よ
 
 
 

り
6
億
6
千
万
円
の
見
込
み
と
な
り
2
億
3
千
万
円
 
 
 

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
増
は
新
病
棟
の
6
ケ
 
 
 

月
運
用
に
よ
る
も
の
で
年
間
に
置
き
換
え
ま
す
と
4
 
 
 

億
6
千
万
円
の
増
と
な
り
ま
す
。
 
 

Q
2
 
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
は
ど
ん
な
も
の
が
含
ま
 
 
 

れ
て
い
る
の
で
す
か
。
 
 

A
 
光
熱
水
料
 
（
電
気
、
ガ
ス
、
上
水
道
、
下
水
道
）
、
 
 
 

燃
料
費
壷
油
、
灯
油
な
ど
）
、
保
守
料
（
特
高
受
変
 
 
 

電
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
）
、
委
託
業
務
（
ボ
イ
ラ
ー
、
 
 
 

院
内
清
掃
、
電
話
交
換
、
警
備
業
務
、
ご
み
収
菓
な
 
 
 

ど
）
 
が
あ
り
ま
す
。
 
 

Q
3
 
新
病
棟
の
個
室
差
額
病
床
数
及
び
稼
働
状
況
を
 
 
 

教
え
て
く
だ
さ
い
。
 
 

A
 
差
額
病
床
数
及
び
稼
働
状
況
に
つ
い
て
は
、
左
記
 
 
 

の
 
「
平
成
1
3
年
度
病
床
稼
働
率
及
び
差
額
病
床
稼
働
 
 
 

率
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 
 

本
年
1
0
月
に
療
養
環
境
が
整
っ
た
景
観
の
す
ば
ら
し
い
新
病
棟
が
完
成
し
移
転
が
完
了
し
ま
し
た
が
、
そ
の
 
 

後
の
病
院
運
営
並
び
に
独
立
行
政
法
人
化
を
迎
え
て
の
病
院
経
営
な
ど
に
つ
い
て
、
医
師
・
看
護
婦
等
病
院
職
員
 
 

か
ら
質
問
等
が
経
営
企
画
室
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
答
え
で
き
る
範
囲
内
で
回
 
 

病
床
稼
働
率
は
病
棟
移
転
の
影
響
が
あ
っ
た
が
上
 
 

昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
差
額
病
床
稼
働
率
に
つ
 
 

い
て
も
上
昇
傾
向
で
あ
る
が
前
期
の
稼
働
率
ま
で
に
 
 
 

平成13年度病床稼働率及び差街病床稼働率  

区   

病床稼働率て（前期、792f間   89．03％   

（後期、832床）  86．08％        92．09％   

特等室（2席）   23，100円  75．96％  

1等甲室（16床） 6，300円  83．03％  

1等乙室（94床） 3，150円  94．13％  

特別室A（4床） 31，500円  64．52％  66．67％   

／／B（45床）12，600円  73．41％  81．85％   

／／C（101床） 8，400円  87．22％  93．76％   

／／D（7床） 6，300円  72．35％  78．57％  

至
っ
て
い
な
い
。
前
期
と
で
は
病
床
数
、
設
備
、
備
品
 
 
 

の
充
実
等
に
よ
る
差
額
室
料
の
違
い
な
ど
が
あ
り
ま
 
 
 

す
が
、
前
期
の
病
床
稼
働
を
目
標
と
し
て
い
き
た
い
。
 
 
 

差
額
室
料
は
前
期
よ
り
も
2
倍
近
く
高
く
な
っ
て
 
 
 

い
る
部
屋
も
あ
る
が
、
ホ
テ
ル
並
み
の
部
屋
で
治
療
・
 
 
 

看
護
、
高
度
医
療
器
具
の
配
備
な
ど
を
考
え
る
と
安
 
 
 

い
と
い
う
人
も
い
る
よ
う
な
の
で
、
稼
働
率
の
上
昇
 
 
 

は
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
 
 

Q
4
 
新
病
棟
ス
タ
ー
ト
で
経
営
上
、
最
も
困
っ
て
い
 
 
 

る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
 
 

A
 
病
棟
移
転
後
は
稼
働
率
が
低
迷
し
て
い
ま
す
。
実
 
 
 

は
、
各
診
療
科
で
救
急
患
者
用
や
術
後
回
復
用
と
し
 
 
 

て
数
床
を
用
意
し
て
い
る
た
め
、
稼
働
率
の
向
上
に
 
 
 

影
響
が
あ
る
よ
う
で
す
。
 
 

現
在
、
富
田
副
病
院
長
を
部
会
長
と
し
た
「
病
床
稼
 
 
 

働
・
入
院
期
間
適
正
化
専
門
部
会
」
を
設
置
し
方
策
等
 
 
 

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
第
一
回
専
門
部
会
 
 
 

で
経
営
改
善
委
貞
会
委
員
長
の
病
院
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
 
 
 

『
本
院
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
〝
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
 
 
 

ホ
ス
ピ
タ
ル
″
は
診
療
・
教
育
－
研
究
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
 
 
 

け
で
な
く
、
診
療
科
・
病
棟
の
垣
根
を
越
え
た
空
床
病
床
 
 
 

の
活
用
、
こ
れ
も
本
院
が
目
指
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
あ
り
、
 
 
 

こ
れ
か
ら
、
こ
の
方
向
で
進
め
て
ほ
し
い
。
』
と
発
言
さ
れ
 
 
 

て
お
り
ま
す
。
目
下
、
こ
の
方
針
の
も
と
で
H
C
U
と
I
 
 
 

C
U
と
の
連
携
も
含
め
て
検
討
中
で
す
。
 
 

Q
5
 
最
近
の
平
均
在
院
日
数
と
紹
介
率
を
教
え
て
く
 
 
 

だ
さ
い
。
 
 

A
 
1
0
月
の
平
均
在
院
日
数
は
3
0
・
1
日
、
紹
介
率
は
 
 
 

3
1
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
均
在
院
日
数
の
短
 
 
 

縮
目
標
は
2
8
日
以
内
（
直
近
3
ケ
月
平
均
）
、
紹
介
率
 
 
 

の
向
上
目
標
は
3
0
％
以
上
（
直
近
3
ケ
月
平
均
）
で
す
。
 
 

Q
6
 
創
刊
号
で
平
均
在
院
日
数
を
2
8
日
以
内
に
短
縮
 
 
 

す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
間
約
3
億
円
の
増
収
が
図
れ
 
 
 

る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
 
 
 

よ
う
な
方
策
を
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。
 
 

A
 
方
策
等
に
つ
い
て
は
専
門
部
会
で
検
討
し
て
い
く
 
 
 

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
①
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
パ
ス
の
導
 
 
 

入
、
②
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ソ
シ
ア
ル
・
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
、
 
 
 

③
県
・
市
及
び
関
連
病
院
と
の
連
携
の
推
進
が
い
ま
の
 
 
 

i
 
 

■
■
l
 
 

と
こ
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
。
 
 

Q
7
 
こ
れ
か
ら
の
独
立
行
政
法
 
 
 

人
化
は
ど
の
よ
う
に
す
す
ん
で
 
 
 

い
く
の
で
す
か
。
 
 

A
 
独
立
行
政
法
人
は
平
成
1
6
年
 
 
 

度
か
ら
で
す
。
独
立
行
政
法
人
 
 
 

に
な
り
ま
す
と
、
従
来
の
国
の
 
 
 

機
関
と
し
て
の
歳
入
予
算
・
歳
 
 
 

出
予
算
の
概
念
は
な
く
固
か
ら
 
 
 

運
営
費
交
付
金
が
用
意
さ
れ
ま
 
 
 

す
。
こ
の
運
営
費
交
付
金
を
曜
 
 
 

保
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
6
年
 
 
 

間
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
（
従
 
 
 

来
の
概
算
要
求
に
似
て
い
る
。
）
 
 
 

を
作
成
し
、
そ
の
中
に
お
い
て
 
 
 

本
院
の
目
標
を
数
値
で
表
す
こ
 
 
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 
 

そ
の
た
め
に
は
部
門
別
・
診
 
 
 

療
科
別
等
の
稼
働
額
、
患
者
数
 
 
 

等
々
の
デ
ー
タ
収
集
・
分
析
、
 
 
 

コ
ス
ト
計
算
の
た
め
の
デ
ー
タ
 
 
 

収
集
・
分
析
等
に
よ
り
、
病
院
 
 
 

の
収
支
を
把
握
し
、
病
院
経
営
 
 
 

の
健
全
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
 
 
 

に
な
っ
て
き
ま
す
。
 
 

文
責
‥
経
常
企
画
室
 
（
津
幡
）
 
 

金沢大学医学系研究科の   

名前と豊沢大学の校章の   

入ったネクタイ（毒と赤の2   

種類）を売店で販売して■おり  

rます。  

親しい人への贈り物にど   

うぞ！  

l  

」し  

戸啓＿．  

御
題
『
敬
 
 
 

称
』
 
 

A
‥
大
学
病
院
の
会
計
で
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
き
r
さ
ん
』
付
け
じ
ゃ
な
＜
て
、
 
 
 

『
様
』
付
け
で
呼
ば
れ
た
よ
。
 
 

B
‥
写
じ
ゃ
ど
こ
の
病
院
で
も
あ
た
り
ま
え
だ
よ
。
私
が
通
っ
て
る
病
院
じ
ゃ
、
事
務
 
 
 

の
人
達
だ
け
じ
や
な
く
て
看
護
婦
さ
ん
や
お
医
者
さ
ん
ま
で
r
様
】
付
け
で
呼
ん
 
 
 

で
く
れ
る
よ
。
 
 

A
＝
で
も
よ
、
デ
パ
ー
ト
で
買
い
物
し
た
時
と
、
病
院
で
支
払
い
す
る
の
で
は
訳
 
 
 

が
違
う
で
し
ょ
。
医
者
に
ま
で
様
つ
け
で
呼
ば
れ
た
ら
、
な
ん
だ
か
居
心
地
が
 
 
 

悪
く
ね
－
か
？
 
 

B
＝
『
様
』
付
け
で
名
前
呼
ば
れ
た
の
が
気
に
い
ら
な
い
の
か
い
？
 
 

A
‥
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
こ
の
あ
い
だ
ま
で
r
A
さ
ん
」
て
呼
ば
れ
て
た
の
が
さ
、
 
 
 

芋
白
か
ら
急
に
r
A
様
」
っ
て
言
わ
れ
る
と
、
何
だ
か
先
生
が
遠
く
な
っ
ち
ま
っ
 
 
 

た
様
で
。
命
を
預
け
よ
う
っ
て
人
か
ら
【
様
」
付
け
で
呼
ば
れ
る
と
、
却
っ
て
 
 
 

恐
縮
し
ち
ゃ
う
よ
。
 
 

B
‥
で
も
ね
、
中
に
は
『
何
と
か
さ
ん
』
っ
て
呼
ば
れ
て
、
F
医
者
だ
と
思
っ
て
馴
 
 
 

れ
馴
れ
し
く
し
や
が
っ
て
－
」
と
思
う
人
も
い
る
か
も
よ
。
接
遇
の
観
点
か
ら
 
 
 

は
『
様
』
付
け
で
呼
ぶ
方
が
正
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
 
 

A
‥
そ
れ
は
さ
、
医
者
や
看
護
婦
さ
ん
が
ど
う
い
う
状
況
で
、
ど
う
い
う
表
情
で
『
何
 
 
 

と
か
さ
ん
』
と
か
「
何
と
か
様
」
と
か
を
使
う
か
に
も
よ
る
と
思
う
よ
。
結
局
、
受
 
 
 

け
取
り
側
の
気
持
ち
に
よ
っ
て
感
じ
方
は
変
わ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
顔
も
見
ず
に
 
 
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
見
な
が
ら
『
何
と
か
様
』
っ
て
言
わ
れ
て
も
、
決
し
て
敬
わ
れ
 
 
 

て
い
る
様
に
は
思
え
ね
－
な
。
 
 

B
‥
敬
う
、
敬
わ
な
い
の
問
題
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
病
院
と
言
え
ど
 
 
 

も
一
つ
の
職
揚
な
ん
だ
か
ら
、
敬
称
は
統
一
す
る
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
。
 
 

A
‥
俺
は
『
A
様
』
 
っ
て
呼
ん
で
岩
う
前
に
、
し
つ
か
り
自
を
見
て
、
ゆ
つ
く
り
 
 
 

と
俺
の
話
を
聞
い
て
も
ら
い
て
－
な
。
 
 

日付  所属・官職  氏  名  

看護部 看護婦  
旧第三内科l監貞  

採
辞
〝
〃
退
〃
採
〃
〃
辞
〃
〃
〝
〟
〃
採
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
〝
昇
〝
腫
辞
探
退
〃
〝
探
辞
〃
〃
〃
採
〃
檻
探
〃
〃
〃
聯
 
 

藤井 正美  

西澤 依小  
日比野守道  
東 三陽子  
加【田 夏子  
藤田 直子  
押田登志美  
鍛村 里香  

今井 典子  
紺谷浩一郎  
太田 安彦  

佐伯 明美  
寺井 功一  
長谷 剛志  
寺田 修子  
石川 紀彦  
水腰英四郎  
国枝 武重  
南村 雅之  
金田 礼三．  
篠田 和男  
舛田 英一  

沖代 椙〕欠  
下村 裕美  
打和 寿子  
増訂二 俊子  
旭 満里子  
栗山 智有  

宮下 知冶  
小林 裕美  
椿事 静う工  
茶谷 史子  

前田 哲生  
藤本 敏博  
高橋 政夫  
三崎 智範  
高嶋 清美  
南村 博之  
萩原 敦夫  
今井英雄子  
瀬戸  陽  
Ll」崎登紀子  
甫代こずえ  

南  美幻二  
磯野 唱道  

用
職
 
一
職
 
用
 
 
職
 
 

脳神橋外科  〝  

薬剤部 薬斉冊巾  

管理盲艶 経理係展  
医事課 栄養士  

看護部 署胃壁姉  
看護部 看護助手  
薬剤部 薬剤師  

旧第一内科 医鼻  

旧第一外科 助手  

眼科  医員  
歯科口脛外科 ／／  

／／  医展（研修医）  

看護剖 准看講婦  
旧第一外科 肋手  

旧第一内科 医貝  

／／  ／／  

†／  ／J  

神経科精神科／／  

11艮科  ／／  

旧第二内科医貞（研修医）  

旧第一外科   ／／  

光学医療診轢部 軍務補佐員  
…幣刑部 副菜剤部長  

薬剤部 薬剤主任  

薬剤部 副菜剤部長  

歯科口腔外科 医貝  

旧第二外科   ／／  

医事課 事務補佐員  

管理課  ／／  

I／ J／  

総合診療部医旦（研修医）  

旧がん研外科 部師  
旧第一外科 助手  

整形外科 医員  

看護部 有言斐助手  
救急部 助手  

整形外科 医鼻  
薬剤郡 薬剤師  

核医学診療科 隊員  
看護部 裔樫帰  

一り  JJ  

薬剤部 難剤肺  

旧第二内科 医鼻  

◎
◎
 
 

石川県立中央病院へ  

用 石川繹立中央病院から  

任
 
出
職
用
職
 
 

薬剤主任から  

薬剤師から  
イ副、卜l大学へ  

表彰・受賞状況  

子
清
代
男
子
え
一
子
美
明
 
 

臭
 
外
観
雅
鋒
骨
格
晶
幸
弘
豊
 
 

格
井
田
村
瀬
川
泉
谷
出
田
 
 

高
城
太
田
広
告
小
大
南
亀
 
 

国家公務員安全週間席薔 佐竹  

診療放射線汲師研究奨励骨  

着後婦・士研究奨励骨  

石川県知事表彰（医療功労者）  

石川県医師食刻立見食各区療従事者表彰  

北国丈化官  

金沢市医師会創立盲己金武医療従事峨貞泉彰  

肴磯部  

放射線部  

肴敏郎  

放射線部  

肴磯部  

薬剤部  

血管発生発達病飽苧  
栄養管理室  

肴磯部  

血液・呼吸器内科  

13．5．15  

13．5．19  

13．5．19  

13．5．26  

13．7．29  

13．7．2「  

13．11．3  

13．11．11  

13．11．11  

13．11．11  

用
職
 
 

用
 
入
用
 
 

開業  
平塚共済病院へ  

公立松任中央病院から   

宵l＿Ll医科薬科大から  

○   
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本
年
度
、
病
院
統
合
移
転
に
よ
り
看
護
支
援
シ
ス
テ
 
 

ム
が
3
つ
の
病
棟
に
追
加
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
1
3
 
 

年
1
2
月
1
2
日
1
2
時
、
束
病
棟
6
階
、
束
病
棟
7
階
、
東
 
 

病
棟
8
階
で
大
変
ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
平
成
1
1
年
7
月
5
日
、
現
在
の
東
病
 
 

棟
2
階
、
西
病
棟
6
階
、
西
病
棟
9
階
の
前
身
で
あ
る
 
 

病
棟
で
初
め
て
稼
動
さ
れ
、
統
合
移
転
の
際
に
分
散
型
 
 

蓄
尿
シ
ス
テ
ム
と
も
連
携
さ
れ
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
 
 
 

当
院
の
看
護
支
援
シ
ス
テ
ム
の
優
れ
て
い
る
点
は
、
病
院
 
 

情
報
シ
ス
テ
ム
と
緊
密
に
連
携
し
、
患
者
基
本
情
報
、
検
 
 

査
・
薬
剤
▲
食
事
な
ど
の
オ
ー
ダ
1
情
報
、
検
査
結
果
の
一
 
 

部
の
自
動
取
り
込
み
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
い
、
従
来
の
 
 

検
温
板
に
代
わ
る
ナ
ー
ス
ノ
ー
ト
や
看
護
記
録
（
画
面
・
帳
 
 

棄
）
に
反
映
す
る
こ
と
で
す
。
何
種
頼
も
あ
る
看
護
関
係
書
 
 

類
に
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
正
確
な
情
報
が
そ
の
ま
 
 

ま
取
り
込
ま
れ
る
た
め
、
転
記
回
数
の
減
少
は
勿
諭
で
す
 
 

が
、
エ
ラ
ー
防
止
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
看
護
支
授
 
 

用
パ
ソ
コ
ン
や
、
携
帯
端
末
（
ナ
ー
ス
ノ
ー
ト
）
を
参
照
す
る
 
 

こ
と
に
よ
り
、
い
つ
で
も
手
元
で
病
棟
入
院
患
者
全
員
の
こ
 
 

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
転
棟
前
後
等
で
必
要
 
 

な
他
病
棟
の
入
院
患
者
に
つ
い
て
も
参
照
で
き
ま
す
。
こ
れ
 
 

副
看
護
部
長
 
小
 
藤
 
幹
 
恵
 
 

ら
の
内
容
を
見
や
す
く
整
理
し
て
表
現
さ
れ
た
記
録
が
 
 

自
動
作
成
さ
れ
る
こ
と
や
電
子
デ
ー
タ
の
永
久
保
存
と
 
 

検
索
の
し
や
す
さ
等
、
こ
れ
ま
で
の
紙
媒
体
で
は
困
難
だ
っ
 
 

た
こ
と
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。
 
 
 

特
に
、
医
標
ス
タ
ッ
フ
に
欠
か
せ
な
い
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
 
 

ズ
や
病
状
の
観
察
結
果
は
「
三
測
表
・
観
察
記
録
」
〈
パ
ソ
 
 

コ
ン
、
ナ
ー
ス
ノ
ー
ト
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
）
で
随
時
簡
単
 
 

な
操
作
で
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
ナ
ー
ス
が
ベ
ッ
 
 

ド
サ
イ
ド
で
観
察
結
果
や
実
施
し
た
こ
と
を
ナ
ー
ス
 
 

ノ
ー
ト
入
力
す
る
の
で
、
メ
モ
を
転
記
す
る
必
要
が
な
く
 
 

な
る
と
同
時
に
記
載
漏
れ
は
全
く
な
く
な
り
、
患
者
把
 
 

握
と
結
果
整
理
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 

当
シ
ス
テ
ム
の
開
始
や
運
用
に
降
し
ま
し
て
は
、
ワ
ー
 
 

キ
ン
グ
等
で
各
病
棟
医
長
の
先
生
方
を
は
じ
め
多
く
の
 
 

先
生
方
の
ご
尽
力
を
頂
き
、
制
限
の
多
い
中
で
も
よ
り
よ
 
 

い
工
夫
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
導
入
か
ら
 
 

今
日
ま
で
、
細
部
に
わ
た
っ
て
ご
指
導
、
お
世
話
い
た
だ
い
 
 

て
お
り
ま
す
医
療
情
報
部
 
分
校
部
長
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
 
 

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
恩
恵
 
 

を
、
看
護
を
通
し
て
患
者
様
に
お
返
し
す
る
こ
と
が
で
 
 

き
る
よ
う
ま
す
ま
す
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 
 

看護支援画面で患者情報の確認  

畑
喩
W
W
畑
山
＿
 
 

竺
竺
ご
〓
〓
ご
 
 
 

検温表画面  
カラーナースノート等で収集  
したバイタルサインデータ  

転’朝野訂   

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
始
ま
る
と
、
短
期
間
に
 
 

小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
膨
大
な
数
の
人
を
巻
き
込
ん
で
 
 

し
ま
い
ま
す
。
時
に
は
、
世
界
的
大
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
 
 

ク
）
 
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
普
通
の
風
邪
で
は
、
流
 
 

行
し
て
も
死
亡
す
る
人
は
あ
ま
り
増
え
ま
せ
ん
が
、
イ
 
 

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
と
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
で
 
 

の
死
亡
率
が
普
段
よ
り
高
く
（
超
過
死
亡
率
が
高
率
に
）
 
 

な
り
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
、
乳
幼
児
に
お
け
る
致
死
 
 

率
の
非
常
に
商
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
脳
症
も
大
き
 
 

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 
 
 

囲
を
御
覧
下
さ
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
催
患
し
大
 
 

流
行
を
引
き
起
こ
す
の
は
健
康
な
子
供
た
ち
で
す
。
し
 
 

か
し
大
流
行
の
た
め
死
に
至
る
の
は
こ
の
健
康
な
子
供
 
 

た
ち
で
は
な
く
弱
い
立
場
に
あ
る
乳
幼
児
、
障
害
者
、
 
 

老
人
の
方
々
で
す
。
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
剤
 
 

の
開
発
に
よ
り
治
療
法
が
格
段
に
進
歩
し
た
と
は
い
え
、
 
 

そ
れ
だ
け
で
流
行
を
押
さ
え
乳
幼
児
や
老
人
が
死
に
至
 
 

る
の
を
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
す
。
や
は
り
、
大
流
行
を
 
 

押
さ
え
る
唯
一
の
手
段
は
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
現
行
の
不
 
 

括
化
ワ
ク
チ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
効
果
の
高
い
 
 

生
ワ
ク
チ
ン
や
D
N
A
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
着
実
に
進
 
 

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

院
の
経
費
 
 

負
担
で
職
 
 

員
の
イ
ン
 
 

フ
ル
エ
ン
 
 

ザ
ワ
ク
チ
 
 

ン
接
種
が
 
 

行
わ
れ
て
 
 

い
ま
す
。
 
 

ま
だ
受
け
 
 

て
い
な
い
 
 

方
は
至
急
 
 

接
種
さ
れ
 
 

る
こ
と
を
 
 

お
奨
め
し
 
 

ま
す
。
 
 

ワ
ク
チ
ン
を
施
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
〝
自
分
が
雁
思
 
 

し
な
け
れ
ば
、
ま
た
擢
患
し
て
も
軽
く
柊
わ
れ
ば
″
と
 
 

い
っ
た
個
人
レ
ベ
ル
で
接
種
す
る
の
で
は
な
く
、
〝
人
に
 
 

感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
″
と
 
 

い
っ
た
も
っ
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
 
 

を
受
け
て
下
さ
い
。
特
に
医
原
従
事
者
の
方
々
に
は
そ
 
 

う
い
っ
た
考
え
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
、
病
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年齢（歳）  

今年一年を振り返って、金沢大学附属病院の歴史に残る一年であったと  

思います。本号は『新零時巽一号：新中央診揆棟、外来棟の方向性決まる！！j  

とさせて頂きました。   

新中央診療棟、外来棟に関しては様々な問題が残っていることを取材を   

通して実感しました。今後、各種WGなどで活発な議論をして頂き、20年、  

30年先を見越したすばらしい外来、中央診療部門ができますことを祈念し  

て編集後記とさせて頂きます。  

富田勝郎・岡田俊英  

尾篭萱  
さ〟．忙含饗l00ヽ再生覿セ1た印してい±1  

○   


